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アブストラクト 平原修一郎 論第 1641 号 

 

目的 

超広角インドシアニングリーン蛍光眼底造影（以下 ICGA）画像を二値化処理することに

よる脈絡膜血管密度の計測方法を開発し、中心性漿液性脈絡網膜症（以下 CSC）における

脈絡膜血管拡張の定量の可否を検討した。 

方法 

Optos® California を用いてフルオレセイン蛍光眼底造影（以下 FA）、ICGA 同時撮影を

行った連続症例を対象に後ろ向きに検討を行った。網膜・脈絡膜に病的所見を認めない 11

例 11 眼（平均年齢 64.4 歳）を健常眼とし、CSC 症例 7 例 10 眼（平均年齢 56.9 歳）と比

較した。ICGA は脈絡膜血管の描出に優れているが網膜血管や視神経も描出されている。そ

こで、網膜血管や視神経を主に描出するFAの画像を ICGA画像から引き算することにより、

脈絡膜血管を抜き出した画像を得た。次に、ニブラック法二値化処理を行い、脈絡膜血管

密度を計測した。健常眼の計測結果を用いて、血管密度計測方法の再現性を評価するため、

変動係数、併行精度係数、級内相関係数を求めた。さらに、血管密度と年齢、眼圧、屈折

度数との相関性の検討を行った。また CSC 眼と健常眼との間で、脈絡膜血管密度の比較検

討を行った。 

結果 

ICGA 画像にニブラック法二値化処理を行い、コントラストが明瞭な脈絡膜血管の２階調

画像を得た。脈絡膜血管密度の計測は、良好な検者間再現性および、検者内反復性を認め

た。脈絡膜血管密度は患者の等価球面度数と有意な相関性がみられた。健常眼の脈絡膜血

管密度は全体が 34.26±0.77% 、上方31.37±0.97%、下方 36.98±0.88%、後極部 37.01±1.44%、

周辺部 34.17±0.77%であった。CSC 眼において、脈絡膜血管密度は有意に高かった（それ

ぞれ 36.46±0.49%、34.02±0.97%、38.65±0.27%、41.04±0.82%、36.36±0.51%）。 

結論 

超広角 ICGA 画像の二値化により、脈絡膜血管構造をより明瞭化し、脈絡膜血管密度や

血管径を高い再現性・反復性で定量できる方法を開発した。今後、様々な網膜脈絡膜疾患

の診断、治療、病態解明への有用性が期待される。 


	D11Y-RO1641-hirahara_c
	D11A-RO1641-hirahara_a

